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概要  

機関リボジトリとは、学術機関が自機関内で生成された学術成果を保存し、制限なく発信するためのデジタ  

ルリボジトリであり、日本を含め世界的に普及し始めている。しかし、学術成果を生成し機関リボジトリに登  

録することになる研究者が、機関リボジトリの意義を十分に理解し、積極的に自らの成果を登録している、と  

いう状況には至っていない。本稿では、学術機関と利用者の双方の観点から、機関リボジトリに求められる機  

能を議論し、現在の機関リボジトリに欠けている機能を指摘する。さらに、その機能の一つである論文などの  

アイテムに関する関連づけ機能について詳しく議論する。  
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Abstract  

Aninstitu七ionalrepositoryis an electronic repositorywhich preserveSdigitally academic worksof  

theinstitution，and provides access freely tothem・The numberofinstitutionalrepositoriesinthe  

worldandinJapanhasbeenincreasing・However，WeCannOtSaythatresearcheswhocreateacademic  

worksunders七and七heimportanceoftheinstitutionalrepositoryandputactivelytheirworksontheir  

repositories■Inthispaper，Wediscusssomeidealinstitutionalrepositoryandpointou七desiredfunctions  

丘omtheviewpointoftheinstitutionandusers・Wbalsodiscussdeeplyoneofthedesiredfunctions，  

associationofitems，Whichareregisteredworksonrepositories・  

Keywords   

InstitutionalRepository，ⅤむsioningSystem，ItemAssociationFunction  

1 はじめに  

機関リボジトリとは、大学等の学術機関内で生成ざれた学術的な資料を、自らが保存し世界に発信するため  

のデジタルリボジトリである。機関リボジトリ内のコンテンツは、基本的に、成果として確定した論文、つま  

り、論文誌や会議の議事録などに掲載された論文である。また、機関リボジトリ内のコンテンツの利用やアク  

セスには基本的に制限はないため、この動きが広く浸透すれば、研究者は高い購読料を支払って学術雑誌を購  

入する必要がなくなり、一般利用者も簡単に最新の研究成果にアクセス可能になる。   

世界的にも機関リボジトリを導入する動きは一般的になりつつあり、OpenDOAR＊1によると、10／5日現在  

で950の機関リボジトリが稼働している。トップのアメリカは263機関で、日本は34機関である。日本での  

機関リボジトリ数は、平成17年度から始まった国立情報学研究所の委託事業「学術機関リボジトリ構築連携  

支援事業＊2」により大きく増加している。このサイトの「機関リボジトリー覧」によると、試験公開などを含  

めて国内で65の機関リボジトリが公開されている。   

このように、数の上ではある程度普及していると言える機関リボジトリだが、生産した学術成果を登録する  

立場にある研究者に機関リボジトリの存在や意義が浸透しているとは言い難い。国内の機関リボジトリは、主  

に大学図書館が主導的に構築し、大学内の成果を収集しているが、多くの図書館では機関リボジトリの意義を  

学内の研究者やステークホルダーに説明することに苦労していると聞く。これに対する方策として、地道な広  

報活動などが重要であり、機関リボジトリに研究成果を計算することの利点として被引用数の増加や可視性の  

向上などが強調ざれている糾しかし、研究者にとって新たな義務が増えたかのように受けとられることも  

あり、このような利点だけで機関リボジトリへの積極的なコミットをすることは不十分であろう。   

本稿の目的は、機関リボジトリの更なる普及のために、機関リボジトリの在るべき姿を考察し、現在普及し  

ている機関リボジトリのモデルと比較することである。しかし、理想像は誰がどのような目的を持つかにより  

変化する。本稿では、機関リボジトリを運用する機関として大学を想定し、大学における機関リボジトリの在  

り方について考察する。   

この目的のために、本稿では、二つの立場から機関リボジトリの在り方を考察する。つまり、研究者のミッ  

＊1bttp：／′m・Opendoar・Org／  

＊2址tp‥′／m・nii・aC・jp／i叩／  
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ションを支援するという立場（トップダウン的な立場、と呼ぶ）と、研究者が利用者として使いたくなるよう  

な機関リボジトリ像を探るという立場（ボトムアップ的な立場、と呼ぶ）を採る。 この両者の立場から、機関  

リボジトリや関連するシステムにできること、できて欲しいと思われることを考察し、そこに不足している機  

能を洗いだす。  

ボトムアップな立場の重要性は従来からも指摘されてきた。例えば、文献【1jでは、コンテンツの収集のた  

めに教員を理解するという立場から多くの教員をアンケートし、機関リボジトリを推進する立場にある老との  

意識の違いがあることを指摘している。文献附こおいては、トップダウンな立場よりも各利用者のリボジト  

リとして機能することに焦点をあてた、「個人リボジトリ」を提案し、よりボトムアップな立場を重視してい  

る。同様に、文献【6］では、『機関リボジトリをプロモーションするなら、「登録すべき論」よりも「利用する  

と面白い論」のほうが説得力があるのではないだろうか。』とあり、これはトップダウンな立場よりも、ボト  

ムアップな立場をより重視すべきである、という指摘である。   

これらの文献ではトップダウンな立場よりもボトムアップな立場を重視しているが、機関リボジトリの重要  

なミッションの一つにある「永続的な情報の保存」を確実にするためには、運営者である各学術機関の理解が  

必要である。トノプダウン、ボトムアップ双方の立場からの貿同が得られて始めて、機関リボジトリは広く普  

及するだろう。例えば、機関リボジトリ用のソフトウェアとして国内で広く普及しているⅩ00NIpsの普及に  

はトップダウンな立場を明確にしたことが大きな役割を果たしているのではないだろうか。つまり、一般の機  

関リボジトリソフトウェアは、機関リボジトリとして欲しい機能を追加してきたが、広い分野の利用者が対象  

であるため総花的にならざるを得ない。一方、Ⅹ00NIpsに関しては理化学研究所内の特定のプロジェクトに  

関連した機能拡張が基本的なスタンスであるため、そのあるべき姿が明確である。そのため、多くの魅力的な  

機能はこのような立場の明確さに由来していると考える。実際、単なる論文だけではなく、実験データやシ  

ミュレーションプログラム、結果のデータやグラフなど研究資源を共有することを目的とし、これに必要な機  

能が盛り込まれている。   

本稿では、まず機関リボジトリの基本的な機能を述べ、これらの機能は研究の初期の段階（関連研究調査）  

と最後の段階（成果発表）の部分に対して有効だが、研究そのものの遂行には直接的には関係していないこと  

を示す。一方で、トップダウンとボトムアップの双方の立場からの議論により、研究そのものを支援する機能  

の必要性を示し、その具体的な機能の形として人に対する関連づけ機能と論文などのアイテムを関連づける機  

能の必要性を示す。さらに、アイテムの関連づけ機能として、特にバージョン管矧こついてより詳しく考察  

する。  

2 機関リボジトリの基本機能   

この節では、機関リボジトリの基本的な機能について述べる。   

機関リボジトリ用のシステムとしてDSpace＊3やePrints＊4、Fbdora＊5などがよく用いられる。実装により  

多少の違いはあるが、基本的な機能は以下の通りである。  

●登録機能  

○保存機能  

＊3bttp：／／m・dspace・Org／  

＊4bttp：／／m・eprints・Org／  

＊5bttp：／／m・fedora－CO皿皿OnS・Org／  
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◎発信機能  

登録機能の一部としてメタデータをアイテムに紐づける機能が必要になる。また、登録できる利用者の登  

録・管理機能が必要になる。ただし、登録するアイテムに利用者のIDが付与されることば基本的にない。例  

えば、複数の著者による論文を登録する場合、著者の一人が論文を登録したとしても、他の著者の情報は単な  

る著者名として入力されるだけである。   

保存機能の一部として、異なる版の管理（バージョン管理）が含まれる。いくつかの機関リボジトリ用ソフ  

トウェア（例えば托dora）にはバージョン管理機能が実装されている。永続的な保存機能は機関リボジトリ  

の必須機能だが、永続性を保証するようなバックアップ機能や複製機能が充実した機関リボジトリソフトウェ  

アは存在しないようであり、別途このような機能を運用する必要がある。   

発信機能には様々な機能があるが、全文検索機能、ブラウジング機能、メタデータ交換機能が含まれる。初  

期の機関リボジトリにはメタデータとして含まれる抄録などしか検索対象にならないものもあったが、最近で  

は論文本体も含めた全文検索が可能である。   

本稿で述べるアイテムの関連づけのうち、基本的な機能としてはすでに一部実現されているものもあること  

に注意する。例えば、ブラウジング機能としてアイテムをいくつかのグループに分けることが可能である。ア  

クセス制限についても、このグループごとに異なるアクセス管理が実現可能である。同様に、バージョン管理  

の機能もすでに実装されている。しかし、本稿で述べる機能としては、研究支援ツールとしてこれらの機能だ  

けでは不十分である。  

3 機関リボジトリに求められる機能   

この節では、トップダウンな立場とボトムアップな立場の双方から、機関リボジトリに求められる機能を抽  

出する。さらに、これらの機能をどのように実現するかについて述べる。  

3．1トップダウンな立場  

機関リボジトリの特徴の一つに、機関が運営するという点があげられる。つまり、財政的なサポートを大学  

などの学術機関が行うことになるため、学術機関にとって機関リボジトリがどのような意味を持つのかを明確  

にする必要がある。この点は、大学や大学図書館の運営形態にも依存するため、国や地域、対象となる機関の  

種類によって機関リボジトリの意義は異なってくるだろう。本節では、国内における大学を学術機関として考  

察する。   

国内における機関リボジトリの多くは、大学図書館を中心に進められている。これは、従来より図書館が提  

供してきた情報の蓄積や発信機能が、機関リボジトリが持つ機能と合致しているためだと考えられる。また、  

大学においてもアカウンタビリティの確保や情報発信の重要性は認識されつつあり、機関リボジトリの導入や  

運営の追い風となると考えられる。   

しかし、大学における情報発信の重要性は比較的最近になって認識され始めたところでもあり、この点のみ  

をもって機関リボジトリに対し恒久的な予算を獲得することは難しい。実際、国内の多くの大学は国立情報学  

研究所による学術機関リボジトリ構築連携支援事業の委託事業として機関リボジトリを立ちあげており、独自  

の予算を潤沢に持っている機関が多いとは言えない。   

大学にとっては、情報を発信することは重要なミッションだが、それだけがミッションの全てではない。教  

育や研究が大学の基本的なミッションである。これに対し、教育に対してはオープンコースウェアやW白bCT  
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などの講義システムがその役割の一部を担っている。一方、機関リボジトリの対象は研究成果であることか  

ら、機関リボジトリの対象を研究に対し、より広げることが考えられる。   

3．2 ボトムアップな立場  

利用者に対し機関リボジトリを使う利点を説明し、自発的に使ってもらうようにすべきである、という指摘  

は多くなされている。利点の一つとして、機関リボジトリに登録した論文は広く読まれたり、引用されたりす  

ることになるということが指摘されている。例えば、同一論文誌におけるオープンアクセスの論文と非オープ  

ンアクセスの論文を比較しているi3】。しかし、オープンアクセスにすることが被弓偶数の増加につながらな  

いことを指摘した論文もあり軋この利点だけでは利用者の訴求力として十分とは言えないだろう 

実際、多くの教員と機関リボジトリを推進する立場にある老との意識の遠いがあることを指摘している恥  

この中で「教員は、読む、研究する、執筆する、発信するという観点で考えている」ことが指摘されている 

つまり、教員は研究全体を遂行しているわけで、読むだけ、あるいは、発信するだけに興味があるわけではな  

い。この点は、トップダウンな立場からの議論と同じである。   

研究全体の流れを見ると、分野を問わず、既存研究との関連を調査し、自らの研究を遂行する、発表する、  

の三段階に分けられる。機関リボジトリは、発表した成果の蓄積と発信の機能を担うことばもちろん、研究の  

初期段階である既存研究の調査にも役に立つ。しかし、文献［1〕で指摘されるような研究全体に渡る支援機能  

を備えるには、上記の三段階の中心部釧こあたり「研究の遂行」をサポートする必要があるだろう。   

では、研究遂行を支援するための具体的な機能にはどういったものがあるだろうか。研究には様々なものが  

必要だが、全てを包含したものを実現できるとは思えないし、機関リボジトリの自然な拡張の範囲で考えるぺ  

きだろう。機関リボジトリとの関連で考えると、論文だ捌こ留まらない「アイテム」の管理が必要になるだろ  

う。アイテムには、実験データ、計算プログラム、ホワイトボードのメモの写真など研究に関連した様々な  

フォーマットのファイルが含まれる。アイテムを広くすること自体は、e－Scienceリボジトリなどの動きから  

考えても自然である。   

さらに、単にアイテムを登録できるだけでなく、様々な観点で分類したり、関連づけたりする機能も必須で  

ある。例えば、一人の研究者が複数の研究グループに所属し、それぞれ異なるアイテムを管理することは自然  

である。この時に重要なことは、アイテムの関連づけだけでなく、人の関連づけも重要である。つまり、この  

データに誰がアクセスできるかというアクセス管理である。しかし、本稿ではアイテムの関連づけのみを扱  

う＊6。   

我々はアイテム管理機能のうち、まずバージョン管理機能を実現し、研究支援ツールとしての有効性を示そ  

うと考えた。この理由として、まず、【1］で指摘されているように、バージョン管理機能を求める教員は多い  

ためである。また、バージョン管理はアイテムに関する時間軸上の関連づけと考えることができるcさらに、  

バージョン管理システム自体は、主にソフトウェアのソースコード管理をターゲットに古くから剛、られてお  

り、複数のフリーなシステムが存在しているため、同様の機能を実現しやすいためである。また、いくつかの  

機関リボジトリソフトウェアでは、バージョン管理機能が実装苦れていることからも、その必要性が理解で  

きる。ただし、機関リボジトリはもともとオリジナルに対する著者バージョンを掲載しているという性格上、  

バージョン管理機能は必須であるのに対し、本稿で指摘したことば、研究支援ツールとして捉えたときのバー  

ジョン管理機能の必要性である。  

＊6人に関する関連づけは現在研究中で、その一部が［5】で発表される予定であるロ  
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学内の利用者  

一般の利用者   

図1機関内の学術資源への統一的なアクセス方法  

4 バージョン管理機能   

本節では、機関リボジトリにバージョン管理機能を追加する方法について述べる。   

バージョン管理機能に限らず、今後様々な機能が機関リボジトリに対し必要になった時に、どのようにこれ  

を追加していくかば非常に重要な問題である。単に機能を追加していくだけでは、機関リボジトリは肥大化し  

ていくだろう。また、バージョン管理機能自体は、上述したように研究支援ツールの一部として捉えているた  

め、機関リボジトリ以外のシステムとの連携も考えられる。例えば、業績データベースや（教育用ではある  

が）オープンコースウェアなどである。そのため、単一のシステムに依存しない手法で実現できることが望ま  

しい。   

このような観点から、機関リボジトリと他の関連するシステムが独立しながら連携する図のような枠組みで  

実現することを考えている（【8］）。図において「作業用リボジトリ」と書いている部分がバージョン管理を含  

んだアイテムの関連づけ機能を担当するシステムである。学内の利用者とは学術成果を生成する者であり、彼  

らから見ると作業用リボジトリが単一のインターフェイスになっている＊7。   

通常、バージョン管理システムはプログラマなど特定の分野の人が使うものだが、機関リボジトリの付加機  

能として用いる場合、様々な分野の人が使う可能性がある。そのため、極力簡単なインターフェイスで使える  

必要があるだろう。   

これらの点から、バージョン管理システム（またはアイテム関連づけ機能）はAJAXを用いてブラウザか  

ら使えるW占bサービスの形態を取ることにした（図2参照）。このようにすることで、簡単に使え、また他の  

システムとの連携がマッシュアップとして実現できる。  

＊7ただし、その後の検討からインターフェイス部分にはSNSがより適当ではないかと考えている。  
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図2 Webブラウザから使えるバージョン管理システム“WebVbrsion”  

5 まとめ   

本稿では、機関リボジトリの研究支援ツールとしての機能について機関からの要請と利用者からの要請とい  

う立場から議論し、アイテムの関連づけの機能の必要性を指摘した。さらに、その中の一つとしてバージョン  

管理機能の実装の仕方について述べた。このような新しい機能の必要性や有効性は、システムのプロトタイプ  

を作成して、実際の利用者に使ってもらう必要があるが、これは今後の課題である。  
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